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様式第１号                            
     令和 8 年 4 月 1 日現在  

 
副 専 攻 コ ー ス 説 明 書 

開設学部名（工学部） 

  
副専攻の種別とコースの名称 

  
 学術的副専攻 デジタルサステナビリティコース 

１ 副専攻コースの紹介と概要  

 本コースは，学際的な工学専門知識を通じて，デジタル化が進む社会の持続可能（サステナブ

ル）な成長に貢献する次世代エンジニアの育成を目的として工学部で実施します。カーボンニュ

ートラル，社会安全工学，数理・数学，デジタルの４分野の科目を通じて，学生は最先端の工学

知識とスキルを修得し，複雑化する現代社会の課題に革新的なアプローチで取り組む総合的な実

力を身に着けることができます。 

２ 副専攻コースの開始時期と副専攻コース選択のための既修得要件(履修科目名及び単位数等) 

本コースの履修申請は，２年次前期以降の履修登録期間に行うことができます。本コースの履

修者数については特に制限を設けませんが，下の８の欄に記載しているように，履修者の受入上

限人数を設定している科目については，皆さんの履修希望にそえない可能性もあります。詳しく

は８の欄を見てください。 

本コースの履修に関して，既修得要件は特にありません。 

３ 副専攻コースの履修について  

（１） 副専攻コースの到達目標  
持続可能なデジタル社会の成長に貢献するための工学の基礎的な知識及び技能を身につける

ことを到達目標とします。 

（２） 副専攻コースを履修する上での注意点  
１ 本コースは，工学部の４学科以外の学部・学科所属の学生が履修できます。ただし，履

修申請を行う時点までの累計ＧＰＡ値が３.０以上であることが条件となります。 
２ 本副専攻コースの配当科目は，自由聴講制により５科目１０単位までは所属学科の卒業

要件に関わる専門教育科目（選択科目）の単位として認定できます。 

３ 所属学科の授業時間割との関係で，登録した副専攻コースの授業科目の履修が制限され

る場合があります。 

４ 教育内容  

 本コースは講義科目，実験･実習科目で構成され，各分野における基礎的な知識及び技能を身

につけることができるようになっています。 

 

５ 授業科目及び授業内容  

本コースの科目については別添の開講科目配当表を参照してください。  
各授業科目の内容については，各年度に公開される当該科目のシラバスを参照してください。  

  



 25 

６ 評 価  

（１） 試験・成績評価  
講義科目では原則として定期試験を行いますが，毎回実施する小テストの点数等から総合的

に成績評価を行う科目もあります。実験･実習科目についてはレポート等の成果物で評価しま

す。各科目の成績評価の方法は当該科目のシラバスに記載しています。 

（２） 修了要件 
本コースの授業科目から１０科目２０単位以上を修得した者に，卒業時に副専攻（デジタル

サステナビリティコース）の修了証書を授与します。 

７ 副専攻コースの責任体制  

本コースの修了認定は，工学部教授会が行います。 

本コースに関わる事務は，教務課と工学部･生命工学部事務室が協力して行います。 

８ 副専攻コース履修希望者の受入上限数  

 受け入れ上限は特に規定しませんが，以下の受講人数制限を課している科目については，工

学部各学科所属の受講生を優先する場合があります。【建築材料実験（６０名，建築学科を優

先），ＰｙｔｈｏｎプログラミングⅠ（８０名，情報工学科を優先），Ｐｙｔｈｏｎプログラミン

グⅡ（８０名，情報工学科を優先），情報センシング（６０名，情報工学科を優先），地域ＩＴソ

リューションＰＢＬ（１００名，情報工学科を優先），建築デジタルデザインⅡ（９０名，建築

学科を優先），プログラミング基礎（５０名，電気電子工学科を優先），組込みプログラミング

（３０名，電気電子工学科を優先），ＭＢＤ（５０名，電気電子工学科を優先）】 

９ 副専攻コースの既修得単位等の認定単位数等  

履修申請時に別添の本コースの授業科目配当表に記載されている科目の単位を既に修得してい

る場合，副専攻履修申請書（様式第２号）の裏面の表に必要事項を記入すれば，それらの科目の

単位は本コースの修了要件単位に算入されます。 
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学術的副専攻（デジタルサステナビリティコース）授業科目配当表 

 


